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緒言

厚生労働省の策定した患者のための薬局ビジョンでは、薬局が

患者等のニーズに応じて充実・強化すべき機能として

高度薬学管理機能が示されており、専門機関と連携し抗がん剤の

副作用対応や抗ＨＩＶ薬の選択などの支援等を行うとされている。

当薬局においては、外来化学療法を行っている患者に対しての

副作用対策や継続的な体調の変化のフォローアップを行い、

佐賀県診療情報地域連携システム（以下、ピカピカリンク）を活用して

情報提供を行っている。

この発表では、ピカピカリンクのノート機能を活用して医療機関と

薬局で連携した症例について報告する。



症例

• 70歳代女性、夫と同居

• 肝内胆管癌（adenocarcinoma）

• レジメン：テガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム

（以下、エスワンと表記）単独療法

• 左胆管に内視鏡的胆道ドレナージ（ERBD）

• 併存疾患：高血圧症、クローン病



経過

20xx年4月 肝門部領域胆管癌疑いで肝外紹介初診

20xx年5月 肝外外来で本人手術希望なし、重粒子線治療希望

と申告。

20xx年6月 重粒子線治療

20xx年8月 エスワン 100mg/day 2週間投与 1週休薬で開始

20xx年9月 当薬局での調剤を希望され、エスワン2コース目より

介入開始（テレフォンフォローアップを1週間ごとに実施）

20xx+1年6月 急性胆管炎で入院。ステント交換施行。

20xx+1年9月 エスワン 100mg/day 1投1休継続



介入方法：テレフォンフォローアップと医療機関への報告

IDLink
つであるノート機能
は、診療情報を開
示する施設に対し
て、
る施設側から情報
提供する際に使用
できる機能である。

当薬局では、抗が
ん剤による治療を
受けている患者の
体調等のモニタリ
ングを行った際や、
副作用発現があっ
た場合に、医療機
関に対してノート機
能を使用して情報
提供を行っている。

画像 ： 栃木県薬剤師会 ホームページ より

+ノート機能で医療機関に報告



IDLinkのノート機能

IDLinkの機能の一つである
ノート機能は、診療情報を
開示する施設に対して、
IDLinkを閲覧する施設側か
ら情報提供する際に使用
できる機能である。

当薬局では、抗がん剤によ
る治療を受けている患者
の体調等のモニタリングを
行った際や、副作用発現
があった場合に、医療機関
に対してノート機能を使用
して情報提供を行っている。



ノート機能を活用した患者介入

●エスワン9コース目day14

乳酸菌飲料を飲む際に苦みを

感じると患者より聴取。口腔内

の乾燥あり（味覚障害grade1）

ノート機能を用いて副作用の発

現状況と味覚障害に対する支

持療法について処方提案し、

情報は地域連携室と薬剤部を

通じて情報共有された。

処方提案後にポラプレジンク

(75mg/回 朝夕食後)が追加と

なり、ポラプレジンク開始後

28日後に味覚障害grade0-1と

なり、改善が認められた。



結果

過去1年間のテレフォンフォローアップの回数および

ピカピカリンクのノート機能による医療機関への情報提供は23回。

処方提案を行った回数は4回。

ノート機能で提供された情報は薬剤部を通して

医療機関のカルテに転記され、院内で情報共有された。



考察

医療機関への情報提供を行う場合に、トレーシングレポートと

ピカピカリンクのノート機能のいずれでも情報提供可能であるが、

トレーシングレポートと比較してノート機能の有用な点としては

カルテへの転記が簡便なこと、テキストの量が多い場合や画像の添付

などデータ量が多くなっても情報提供可能な点が挙げられる。

しかしながら、トレーシングレポートでは、副作用のグレード評価を

表で作成することもでき、服薬状況も含めて一目でわかるという利

点もある。今回の患者介入ではトレーシングレポートとノート機能の

両方を用いて情報提供を行ったが、それぞれ有用な点が異なるた

め、医療機関の運用方法を把握して適切に使い分ける必要がある

と考えられる。
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